
別紙（10－3）

政策評価調書（個別票1）

【政策ごとの予算額等】

政策名 食品健康影響評価技術研究の推進 [政策16．食品の安全性の確保]

27年度 28年度概算要求額

評価方式 総合･実績･事業 政策目標の達成度合い 相当程度進展あり 番号 １４－①

補 正 予 算 （ 千 円 ）
-14 -64 0

24年度 25年度 26年度

227,448

予
算
の
状
況

当 初 予 算 （ 千 円 ）
211,474 190,272 194,400 194,400

＜211,460＞ ＜190,208＞ ＜194,400＞

繰 越 し 等 （ 千 円 ）
0 0 0

計（千円）
211,460 190,208 194,400

　「食品安全性の確保のための調査・研究の推進の方向性について（平成26年12月全部改定）」に沿って、より迅速かつ的確なリスク評価のための
新しい評価方法の導入・検討及び食物アレルギー、栄養成分等新たな課題に対応するために必要な研究事業について重点的に予算要求する一方、既
存の研究事業について経費を見直し、予算の減額を行った。

執行額（千円）
208,482 184,184 187,602

政策評価結果の概算要求
への反映状況



別紙（10－3）

政策評価調書（個別票1）

【政策ごとの予算額等】

政策名 食品安全の確保に必要な総合的施策の推進 [政策16．食品の安全性の確保]

評価方式 総合･実績･事業 政策目標の達成度合い 相当程度進展あり 番号 １４－②

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度概算要求額

予
算
の
状
況

当 初 予 算 （ 千 円 ）
25,716 26,823 27,022 26,751

補 正 予 算 （ 千 円 ）
-147 -65 -17

47,329

＜25,569＞ ＜26,758＞ ＜27,005＞

繰 越 し 等 （ 千 円 ）

計（千円）
25,569 26,758 27,005

　食品健康影響評価に関するリスクコミュニケーションについて、より一層きめ細かく促進するために、正しい科学的な知識の普及が必要で感受性
も豊かな子どもを中心とした普及啓発・情報発信の強化に必要な予算を重点的に要求する一方、意見交換会等について経費を見直し、予算の減額を
行った。

執行額（千円）
15,588 19,856 24,738

政策評価結果の概算要求
への反映状況
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番号
（千円）

会計 組織／勘定

● 1 一般 内閣本府 △ 19,440

● 2 一般 内閣本府 △ 3,378

政策評価調書（個別票2）

【政策に含まれる事項の整理】

政策名 食品の安全性の確保 14

予　算　科　目 予算額 政策評価結果の反映に
よる見直し額（削減

額）合計整理番号 項 事項
27年度

当初予算額
28年度

概算要求額

対応表に
おいて●
となって
いるもの

食品安全政策費 食品健康影響評価技術の研究に必要な経費 194,400 227,448

食品安全政策費 リスクコミュニケーション実施経費 26,751 47,329

小計
221,151 274,777

△ 22,818
＜○○,○○○＞ の内数 ＜○○,○○○＞ の内数

対応表に
おいて◆
となって
いるもの

小計
の内数 の内数

対応表に
おいて○
となって
いるもの

小計 の内数 の内数

対応表に
おいて◇
となって
いるもの

合計
221,151 274,777

-22,818
の内数 の内数

の内数 の内数
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【見直しの内訳・具体的な反映内容】

番号 14
（千円）

27年度
当初
予算額

28年度
概算要求額

増△減額

● 1 194,400 227,448 33,048 △ 19,440

● 2 26,751 47,329 20,578 △ 3,378

△ 22,818

政策評価調書（個別票3）

政策名 食品の安全性の確保

事務事業名 整理番号

予算額

政策評価結果の反映に
よる見直し額(削減額)

政策評価結果の概算要求への反映内容

食品健康影響評価技術の研究
に必要な経費

　「食品安全性の確保のための調査・研究の推進の方向性について（平成26年
12月全部改定）」に沿って、より迅速かつ的確なリスク評価のための新しい評
価方法の導入・検討及び食物アレルギー、栄養成分等新たな課題に対応するた
めに必要な研究事業について重点的に予算要求する一方、既存の研究事業につ
いて経費を見直し、予算の減額を行った。

リスクコミュニケーション実
施経費

　食品健康影響評価に関するリスクコミュニケーションについて、より一層き
め細かく促進するために、正しい科学的な知識の普及が必要で感受性も豊かな
な子どもを中心とした普及啓発・情報発信の強化に必要な予算を重点的に要求
する一方、意見交換会等について経費を見直し、予算の減額を行った。

合計


